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兵庫県 × 兼松 × 中央復建コンサルタンツ × パソナグループ × BUZZPORT 
空⾶ぶクルマの振興を通じた地域創⽣の取組における連携協定を締結 

〜「HYOGO 空⾶ぶクルマ研究室」の創設〜 

 
 兵庫県、兼松株式会社、中央復建コンサルタンツ株式会社、株式会社パソナグループ、株
式会社 BUZZPORT の５者は、次世代モビリティとして注⽬される空⾶ぶクルマ(注１)の振興を
通じ、地域創⽣や観光開発を担う⼈材の育成、地域活性化を⽬的とした連携及び協⼒に関す
る協定書を締結しました。 

また、本連携の第１弾プロジェクトとして、「HYOGO 空⾶ぶクルマ研究室」を創設します。 
 
【本協定の連携事項】 
（１）空⾶ぶクルマによる地域創⽣に関すること 
（２）空⾶ぶクルマを活⽤した観光開発に関すること 
（３）上記(１)、（２）に関する⾼校⽣・⼤学⽣の研究活動へのメンタリング、協同活動の 
   実施に関すること 
  (４)  空⾶ぶクルマの社会実装に向けた受容性向上のための活動に関すること 
（５）その他、空⾶ぶクルマによる県⺠サービスの向上、地域の活性化に関すること 
 
 
【HYOGO 空⾶ぶクルマ研究室の概要】 
 
 
 
 
・創設⽬的 
  「HYOGO 空⾶ぶクルマ研究室」は、空⾶ぶクルマを利⽤者視点から捉え、次代を担う若

者と SDGs 思考で未来の空を構想する未来系シンクタンクを⽬指しています。研究室で⽣
まれる提案を広く発信することで社会受容性の向上を図るとともに、研究室に関わった若
者を空⾶ぶクルマ産業の担い⼿として兵庫から輩出することを狙いとしています。 
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・取組内容 

①バーチャルラボ運営 
「HYOGO 空⾶ぶクルマ研究室」の関係者と空⾶ぶクルマのステークホルダー間のコ 

ミュニケーション、そこに集まる情報や議論される知識・アイデアの共有等の機能をも 
つ仮想空間を構築し、兵庫県における空⾶ぶクルマの社会実装を後押しするバーチャル 
ラボを運営します。 

 
②⼤学⽣選抜「空⾶ぶクルマゼミ」 

兵庫県在住・在学かつ観光、地⽅創⽣に興味のある⼤学⽣の中から、空⾶ぶクルマの 
  活⽤に興味のある⼤学⽣を選抜し、インカレゼミ形式で、空⾶ぶクルマに関連する基礎 

的な知識を習得すると同時に、具体的なプロジェクトのインターンシップ、観光や地⽅ 
創⽣の観点から空⾶ぶクルマの社会実装に関わる調査・研究を実施します。 

   
③観光甲⼦園内「空⾶ぶクルマ部⾨」 

全国の⾼等学校をネットワークでつなぎ開催する兵庫発の観光コンテスト「観光甲⼦ 
園」内に「空⾶ぶクルマ部⾨」を新設。若者視点で各地の社会課題解決や観光活性化の 
事業構想アイデアを競っていただきます。予選、準決勝のプロセスを経て２０２３年２ 
⽉に決勝⼤会を開催し、グランプリ、準グランプリチームを決定します。 
 

今後、５者がそれぞれの知⾒、経験、リソース等を持ち寄り、兵庫県における空⾶ぶクル
マの社会実装を後押しすべく、公⺠連携の取組を推進します。 

 
 

（注１）垂直離着陸電動無操縦者航空機の⼀般名。電動化、⾃律⾶⾏、量産化により、ゼロエミッションかつ低コ
ストの運⽤が可能とされており、世界で開発競争が進められている次世代航空機。海外では eVTOL (electric 
vertical take-off and landing)や AAM(Advanced Air Mobility)の名称で開発が進む。 
 国内では経済産業省、国⼟交通省が中⼼となり「空の移動⾰命に向けた官⺠協議会」を創設し、制度設計、ユー
スケース等に関する議論が進み、2025 年⼤阪・関⻄万博での実⽤化を⽬指している。 

 
【お問い合わせ先】 

中央復建コンサルタンツ株式会社 
計画系部⾨ 事業創⽣グループ 

担当：松島 敏和 
TEL：03‐3511‐2030 

E-mail：matsushima_t@cfk.co.jp 


